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お
と
し
よ
り
の
暮
ら
し
を
応
援

高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

西
綾
瀬
が
8
月
1

日

オ
ー

プ
ン

お
と
し
よ
り
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
安
心
し
て
S
ら
し
て
い
く
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
す
る
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
西
綾
瀬
に
オ
ー
プ

ン
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
向
け
住
宅
の
シ
ル
バ
ー
(
ウ
ジ
ン
グ
(
都
営
)

の
1
階
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
西

綾
溷
は
、
冢
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
虚

弱
な
方
や
痴
ほ
う
の
あ
る
6
5歳
以
上
の

高
齢
者
が
、
自
宅
で
健
康
的
な
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
デ
イ
ホ
ー
ム
、

入
浴

食
事
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も

の
で
す
。

4
人
に
1
人
が
6
5歳
以
上
と
な
る
今

後
の
高
齢
社
会
の
地
域
福
祉
の
拠
点
と

し
て
、
区
内
1
3カ
所
に
建
設
を
予
定
し

て
お
り
、
西
綾
瀬
は
そ
の
8
番
目
に
オ

ー
プ
ン
す
る
施
設
で
す
。

□
サ
ー
ビ
ス
内
容

▽
デ
イ
ホ
ー
ム

ー
日
1
5人
/
3
コ
ー

ス
(
週
2
日
)
/
虚
弱
な
高
齢
者
へ
の

趣
味
・
い
き
が
い
活
動
、
日
常
助
作
訓

練
等

▽
痴
ほ
う
性
高
齢
者
デ
イ
ホ
ー
ム

ー

日
1
2人
/
3
コ
ー
ス
(
週
2
日
)
/
痴

ほ
う
症
状
の
あ
る
高
齢
者
へ
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
季
節
行
事
等

▽
入
浴
サ
ー
ビ
ス
ー
日
4
～
5
人

(定
員
3
7人
)
/
年
3
2回
/
家
庭
で
は

入
浴
が
困
難
な
方
に
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
機
械
浴
槽
に
よ
る
入
浴
を
行
い

ま
す

▽
食
事
サ
ー
ビ
ス

ー
日
4
0食
/
利
用

者
に
、
昼
食
サ
ー
ビ
ス
(
I
食
槇
円
)

を
行
い
ま
す

※
自
宅
の
近
く
ま
で
バ
ス
送
迎
し
ま

す
。
そ
の
他
、
家
族
介
霞
者
教
室
等
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す

所
在
地
―
西
綾
瀬
3
1
2
1
1
(

シ
ル

バ
ー
(
ウ
ジ
ン
グ
4
5戸
を
含
む
都
営
庄

宅
1
階
部
分
)

酋
(
5
3
8
1
)
2
0
2
0

男

対

誌
J
H
-

し

一魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

△ 入浴サービ スを行う機械浴槽

△ 高齢者在宅サービ スセンター西・・

8
月1
日
花畑センター新装オープン

区民事務所は7 月29日から業務開始

花畑センターが2 年をかけた

改築工事を終え 、8 月1 日に新

しく生まれかわり ます。

新センターは、これまでの区

民事務所、住区センター( 老人

館・児童館) 、社会教育館、図書

館の内容や規模を充実させたほ
か、新たに高齢者作業所も併設

されます。また、皆さんの健康
・体力づくりに役立つ体育館も

新設し まし た。おj K鰹にご利用

ください。

あ
な
た
に
快
適
な
環
境
を
運
び
ま
す

下水道特集
は
4
・
5面

施 設 案 内 各施股には、業務開始後にお周い合わせください

・高節者作業所で作葉を希望する方はシルバー人材センターへ03869- 2661

交通案内

花畑4- l s- ・

東武バス( 竹ノ鑞駅

)

口～花畑団地) 団地入|

口下車/東武パス( 綾j 　　　　　　　　　!
瀬釈～花畑団地) 花7諤rxコ

△ 花畑センター

△ 新般された体育館

葦
立
ち

荒

川

今
日
、2
5日
は
足
立
の
花
火
。

毎
年
、5
0万
人
を
こ
え
忝
人
々
が

河
川
敷
を
埋
め
つ
く
し
ま
す
。
夜

空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
花
火
と
大

歓
声
。そ
の
光
景
を
眺
め
な
が
ら
、

私
は
い
つ
も
、
あ
る
愚
慨
に
と
ら

わ
れ
ま
す
。

ヽ
祢
知
の
と
お
り
、区
内
を
流

れ
る
荒
川
は
。洪
水
か
ら
町
を
守

る
た
め
に
掘
ら
れ
た
人
工
の
放
水

路
で
y
。工
事
延
長
は
川
口
市
か

ら
東
京
湾
ま
で
2
0
余
」″
。そ
の
面

積
は
新
川
だ
け
で
約
晦
万
s
、堤

防
等
を
含
め
る
と
そ
の
何
倍
も
の

面
積
と
な
り
、用
地
買
収
だ
け
で

も
大
変
な
難
工
事
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。用
地
に
は
農
家
が
多
く
、

先
細
伝
来
の
土
地
童
甼
離
t
」と

と
な
っ
た
苦
し
み
は
如
何
?
で

あ
っ
た
か
と
察
せ
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
て
放
水
路
は
で
き
上
n
ま
し

た
が
。
こ
れ
に
よ
n
危
立
区
は
爾

北
に
分
断
さ
れ
、
交
通
上
も
大
変

不
便
こ
な
ひ
ま
し
た
。

レ
か
し
、
今
、
荒
川
は
足
立
区

に
と
っ
て
な
ぐ
て
は
な
ら
ぬ
場
所

で
す
。
自
然
と
触
れ
る
身
近
な

場
と
し
て

、
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
と
し
て
、
さ
ら
に
防
災

広
場
と
し
て
大
変
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

多
く
の
汗
と
涙
を
の
み
こ
ん
だ

!

荒
川
。そ
の
辺
り
に
立
つ
時
。先
見

性
と
住
民
の
協
力
、
そ
の
協
同
の

重
味
が
胸
を
去
来
す
る
の
で
す
。

荒
川
あ
っ
て
の
花
火
。
ご
つ
ぞ

お
楽
レ
タ
、だ
さ
い
。

区
長
　古
性
直
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区
財
政に
負
担の少
な
いし
く
みで

こ
れ
ま
で

、
宴
・
集
会
、
婚
礼
、
宿
泊

檐
能
(
ホ
テ
ル
)
導
入
の
経
過
・
背
景
、

事
業
の
し
く
み
、
お
よ
び
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
、事
業
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

千
住
本
庁
舎
跡
利
用
計
画
(
3
)

区
で
初
め
て
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
計
画
は
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・

防
災
施
設
・
ホ
テ
ル
・
公
共
駐
車
場
・

足
立
信
用
金
庫
本
店
が
入
る
複
合
施
設

♀
住
共
同
複
合
施
設
)
で
、
建
物
の

規
模
は
、
地
下
2
階
、
地
上
1
8階
、
延

床
面
積
は
3
万
3
千
㎡
で
す
。

そ
の
た
め
、(
1
)施設
権
能
の
異
な
っ

た
も
の
が
合
築
さ
れ
る
こ
と
(
2
)事
業

・
計
画
手
法
な
ら
び
に
資
金
調
達
が
複

合
的
に
か
ら
み
あ
う
こ
と
(
3
)事
業
採

算
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

等
、
今
ま
で
区
で
は
経
験
の
な
か
っ
た

大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

複
合
施
設
の
建
設
は
、
区
の
第
三
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ

ン
タ
ー
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
進
め
ま

す
。

北東から見た完成予想図

事

業

費

は

約
1
5
5億

円

事
業
費
は
約
1
5
5億円
。
施
設
別
の
内

訳
は
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
防
災
施

設
が
約
4
0億
円
。ホ
テ
ル
が
約
9
5億
円
。

公
共
駐
車
場
が
約
2
0億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
施
設
の
完
成
ま
で
は
。
区
の
財

政
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
全

額
を
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
金
融
機
関
か

ら
借
り
入
れ
ま
す
。

・産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
防
災
施
設
に

つ
い
て
は
。
完
成
時
に
区
が
起
債
を
活

用
し
て
買
い
取
り
、
公
共
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
都
区
駐

車
場
整
備
基
金
か
ら
低
利
な
あ
っ
せ
ん

融
資
を
活
用
し
て
建
設
し
ま
す
。
こ
の

基
金
は
、
区
で
は
利
用
で
き
ず
、
民
間

や
第
三
セ
ク
タ
ー
し
か
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
も
つ
有
利
性

を
最
大
限
活
用
し
ま
す
。

ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
区
が
初
期
投

資
支
援
と
し
て
、
約
3
2億
円
を
出
資
し

ま
す
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
出
資
金

を
除
い
た
約
6
3億
円
を
、
日
本
開
発
銀

行
や
都
市
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
建
設

し
ま
す
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
建
物
所

有
者
と
な
り
、
新
た
に
設
立
す
る
ホ
テ

ル
経
営
会
社
に
建
物
を
賃
貸
し
、
S
賃

料
と
い
う
固
定
収
入
が
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。安
定
し
た
返
済
計
画
に
よ
り
、
1
6

年
1
1
7年
目
に
は
累
積
赤
字
が
解
消

さ
れ
る
予
定
で
す
。
資
産
所
有
と
経
営

を
分
離
し
、
事
業
収
入
の
安
定
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、

万
が
一
赤
字
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
区

が
費
用
負
担
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
管
理
運
営
を

行
う
㈱
東
急
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
が
出
資

し
て
設
立
す
る
ホ
テ
ル
経
営
会
社
が
、

独
立
し
た
法
人
と
し
て
経
営
責
任
を
負

う
か
ら
で
す
。し
た
が
っ
て
、区
で
は
、

初
期
投
資
の
支
援
以
外
は
費
用
負
担
を

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

区
の
負
担
額
は

約
7
2
億
円

事
業
費
お
よ
び
経
費
の
負
担
は
上
表

の
と
お
り
で
す
。
事
業
費
約
1
5
5億円
の

う
ち
、
区
の
負
担
額
は
約
7
2億
円
、
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
負
担
額
は
約
8
3億
円

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
旧
千
庄
本
庁
舎
・
産
業
振
興

館
の
解
体
工
事
は
8
月
上
旬
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

こ
の
複
合
施
般
は
、
9
年
3
月
に
着

エ
し
、
1
1年
秋
に
開
業
予
定
で
す
。
次

回
は
、
跡
利
用
計
画
の
全
体
像
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事業費・経費の負担

区
民 の

方 は

「 A
Y Aカ

ード
」
で

1割引
き

自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
友
好
自
治
体

山
ノ
内
町
へ

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

長
野
県
山
ノ
内
町
と
は
、
学
童
疎
開

が
緑
で
お
付
き
台
い
が
始
ま
り
、
昭
和
5
7

年
1
0月
1
日
に
、
区
制
5
0周
年
を
記

念
し
て
、
友
好
自
治
体
提
携
の
調
印
を

し
ま
し
た
。

人
ロ
ー
万
6
千
人
の
山
ノ
内
町
は
、

志
賀
高
原
、
禺
田
中
渋
温
泉
郷
、
北
志

賀
高
原
と
3
つ
の
個
性
的
な
エ
リ
ア
を

持
ち
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
す
。
美
し
い
湖
沼
を
巡
っ
た
り
、
バ

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
高
原
で
の
各
種

ス
ポ
ー
ツ
。9
湯
が
連
な
る
温
泉
で
の

ん
び
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し

み
方
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
志
賀
高
原

は
、1
9
9
8
年
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
(
国
際
身
体
降
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
)
の
開
催
地
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

□
「A
Y
A

カ
ー
ド
」

山
ノ
内
町
観
光
協
会
が
発
行
す
る

「
A
Y
A
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
湯
の
町

散
歩
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
加
盟

店
で
I
創
引
き
の
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
実

施
中
。
区
民
限
定
の
特
別
企
画
。
上
手

に
使
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
!

問

先
―
国
際
交
流
担
当

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□
8
月
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

▽
1
日
1
1
5
日
・
・
・
町
民
プ
ー
ル
ナ
イ
タ

ー
営
業
▽
1
日
～
2
5
日
・
=
渋
温
泉
歩

行
者
天
国
夏
祭
り
▽
4
日
～
1
7
日
・
:

鈴
虫
ま
つ
り

▽
6
日
・
:長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
夏
祭
り
I
N
や
ま
の
う
ち

▽

1
3日
～
1
5日
・
:サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

▽
1
4日
～
1
7日
・
:渋
温
泉
納
涼
盆

踊
り

▽
1
5日
・・・竜
王
ま
つ
り

▽
2
4

日
～
2
5日
…
第
3
0回
大
蛇
ま
つ
り

問

先
1
山
ノ
内
町
観
光
商
工
課

?
2
6
9
(
3
3
T
1
0
7

そ
の
ほ
か
、
毎
週
金
・
土
・
日
曜
日

は
、
志
賀
高
原
自
然
観
察
会
が
行
わ
れ

ま
す
。

申
・
問
先
=
志
賀
高
原
自
然

教
室

酋
0
2
6
9
(
3
4
)
2
1
3
3
　

【
交
通
】
J
R
長
野
駅
か
ら
長
野
電
鉄

で
約
4
0分
。昜
田
中
駅
下
車
。ま
た
は
。

上
信
越
自
助
車
道
信
州
中
野
イ
ン
タ
ー

か
ら
恚
賀
高
原
方
面
へ

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

都
市
提
携
交
流
協
会

都
市
提
携
交
流
協
会
は
、
友
好
自
治

体
・
都
市
と
の
交
流
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
山
ノ
内
町
と
は
、
少
年
野
球
・
剣

遭
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
試
合
へ
の
援

助
、
足
立
ま
つ
り
で
の
友
好
自
治
体
・

都
市
の
物
産
展
、
特
産
物
の
あ
っ
せ
ん

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
・
問

先
―
都
市
提
携
交
流
協
会
事
務
局

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

緑が美しい志賀高原

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

千
住
本
庁
舎
跡
利
用
計
圃
に
つ
い

て
の
ご
意
見
の
中
に
、「
大
規
模
な
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
で
き
な

い
か
」
と
の
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
答
え
し
ま
す
。

本
庁
舎
廊
等
の
施
設
計
画
に
つ
い

て
は
、
4
年
6
月
に
発
足
し
た
区
民

参
加
に
よ
る
「
足
立
区
本
庁
舎
跡
利

用
対
策
審
議
会
」
に
お
い
て
、
施
設

構
成
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
大
規
模
な
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

の
導
入
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
敷

地
形
状
が
南
北
の
幅
が
狹
く
、
ま
た

前
面
道
路
下
の
地
下
鉄
千
代
田
線
に

よ
る
騒
音
・
振
動
の
彰一
か
ら
、
大

規
模
か
つ
本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
等

の
演
奏
が
可
能
な
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
は
、不
適
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
役
所
の
ご
案
内

所
在
地
L
中
央
本
町
一
丁
目
1
7番
1
号

-
-
1
1
-
1
-
4
I

―
-
I
I
　

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

交 通 案 内

東武線 梱島駅から徒歩約12分
五反野駅 ノノ15 分

バス
( 1)国道4 号経由

都バ ス( 北千住駅← →9 甞区役所)
都バス( 北干住駅← →竹 の塚駅また は足立清婦工 榻)

● 足立区役所 またはsr r 区役 所前下車
( 2)花畑 衝道経由

東 武バス( 北干住駅 ←→花畑車庫 または花畑桑袋団 地)
東武パ ス( 石j i 野駅 ←→花畑車卑また は花畑桑袋団 地)

● 四ツ 家町下車 徒歩約13分G
環七 経由
都バ ス・東武バス( 王 子駅←→亀有 訳)

● 本 陬五丁目 下車 徒歩約慥分@
珊七 ・|日日 光街道経由
都バ ス( 王子駅←→干住 車庫) ● 梅嚮駅下車 徒歩約慥分

降体の不自由な方等の専用i SI 簟 七無料1 1日7 便
身体の不自由な方・お年寄りのカ等のための送迎車を運行

しています( 時刻表・停留所位皿図は、あだち広報エクスフレ
ス5 月1 日号をご参照ください) 。

・利用対象…障害者、高齢者、傷病者、妊蠕等とその介謨者
・利用可能人員・・・車いす2 台、一般席7 人まで( ワゴン車)
・停留所位●・・・綾瀬、五反野、西新井、梱島各駅の周辺

〇
お
問
い
合
わ
せ
は
○

地
域
振
興
部
副
参
事
(
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
整
備
)一

昔
(
5
2
4
4
)
7
3
7
3
(

都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
)
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健康カレンダー 8月の予定 住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
　
わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
。
パ

ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血
液

・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。こ
の
機
会

に
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活
環

境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
1
8

月
8
日
(
木
)

受
付
時
間
―
午

後
1
時
～
3
時
場
所
1
立
反
野
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
6
)
2
6
4
3

費
用―
無
料

申
込―
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
1
中
央
本
町
保
健
相
談
所

魯
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

第5 回 はつらつ健康大学

高齢化社会に向けて「すてきに老いる」

地
域
で
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
中

で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
大
切
さ

を
、
体
験
・
実
習
を
通
し
、
一
緒
に
楽

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
'
日
程
等
=

右
表

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
(
原
則
と
し
て
全
講
座
参
加
で
き
る

方
。
す
で
に
こ
の
講
座
を
受
講
し
た
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

定
員
1
5
0人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話
(
受
付
は
7
月
2
6日
か
ら
)

場

・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

時間はいずれも午後1時30分～4時

食
中
毒
、気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
?

・
4
月
、
5
月
と
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
に
よ

る
食
中
毒
で
死
亡
す
る
事
件
が
続
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
関
西
地
方
に
は
じ
ま

り
、
全
国
的
に
鍔
原
性
大
腸
菌
に
よ
る

食
中
毒
が
続
発
し
て
い
ま
す
。
暑
い
季

節
は
、
手
を
良
く
洗
う
、
な
ま
物
は
な

る
べ
く
さ
け
る
な
ど
し
て
、
特
に
食
中

毒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
先
=
足

立
保
健
所
衛
生
指
導
課

?
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所
衛
生
指
導
課

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

8
月
の
献
血

日
程
等―
下
表
時
間―
午
前
1
0
時～

1
1
時
3
0
分
、
午
後
o
時
3
0
分～
3
時
3
0

分
間
先―
東
京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
s
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

保
健
予
防
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(

代
)

8 月 の 献 血

テ
ス
ト
し
ま
し
た
「応
急
シ
ミ
抜
き
剤
」

大
切
な
服
な
ら
小
さ
な
シ
ミ
で
も

気
が
か
り
な
も
の
。
そ
ん
な
と
き
、

手
軽
に
落
と
せ
る
シ
ミ
抜
き
剤
が
便

利
で
す
。
足
立
区
と
7
区
(
港
、
大

田
、目
黒
、
世
田
谷
、
杉
並
、
中
野
、

板
橋
)
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
合
同

で
、
応
急
シ
ミ
抜
き
剤
8
銘
柄
に
つ

い
て
シ
ミ
の
落
ち
具
合
を
テ
ス
ト
し

ま
し
た
。
シ
ミ
つ
け
に
使
っ
た
も
の

は
、
口
紅
、
落
ち
な
い
口
紅
、
フ
ァ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
、
油
性
ペ
ン
、
油
性

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
血
液
、
コ
ー
ヒ
ー
、

果
汁
、
し
ょ
う
油
、
ビ
ー
ル
、
水
性

ペ
ン
、水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
、カ
レ
ー
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
計
1
4種
類
。生
地
は
、

毛
、
絅
、
絽
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
4

種
類
で
す
。

□
テ
ス
ト
結
果

(
1
)
血
液
、コー
ヒ
1
-
、
し
ょ
う
油
、

ビ
ー
ル
の
シ
ミ
が
ど
の
生
地
で
も
よ

く
落
ち
る
も
の
が
、
8
銘
柄
中
7
銘

柄
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
3
銘
柄
で
。
落

ち
な
い
口
紅
'
が
落
ち
ま
し
た
(
2
)
口

紅
、
フ
ァ
ン
ー
デ
シ
ョ
ン
、
油
性
ボ

ー
ル
ペ
ン
、
水
性
ペ
ン
、
水
性
ボ
ー

ル
ペ
ン
は
、生
地
に
よ
っ
て
落
ち
る

も
の
も
2
～
4
銘
柄
あ
り
ま
し
た

が
、
油
性
ペ
ン
は
ど
の
銘
柄
も
あ
ま

り
き
れ
い
に
は
落
ち
ま
せ
ん
で
し
た
(
3
)

果
汁
、
カ
レ
ー
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
は

毛
と
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
で
は
だ
い
た
い

よ
く
落
ち
て
い
ま
す

□
応
急
シ
ミ
抜
き
剤
に
よ
る
シ
ミ
抜

き
の
コ
ツ

(
1
)
色
柄
も
の
の
生
地
は
、
ま
ず
目
立

た
な
い
と
こ
ろ
で
色
落
ち
し
な
い
か

試
す
。
ま
た
、
白
い
生
地
で
も
水
に

ぬ
れ
て
縮
ま
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
(
2
)

生
地
の
下
に
あ
て
布
を
し
て
、
シ

ミ
の
周
辺
か
ら
中
心
に
向
か
っ
て
ト

ン
ト
ン
と
根
気
よ
く
た
た
き
出
す
(
3
)

シ
ミ
抜
き
作
業
後
、
ぬ
れ
た
お
し
ぼ

り
等
で
良
く
た
た
き
、
シ
ミ
抜
き
剤

を
生
地
に
残
さ
な
い
(
4
)シミ
を
つ
け

た
と
き
は
、
な
る
べ
く
早
目
に
処
理

す
る
(
5
)
つ
け
た
シ
ミ
が
何
の
シ
ミ
か

わ
か
ら
な
い
時
や
、
大
切
な
衣
類
の

場
合
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
な
ど
シ

ミ
抜
き
の
専
門
家
に
任
せ
た
方
が
よ

い
で
し
ょ
う

※
テ
ス
ト
結
果
の
詳

細
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
1
消
費
者
セ
ン

タ
ー

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

健康あ・ら・かると
日本人の食品添加物の

摂取量は?

食
生
活
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し

て
い
ま
す
。
家
庭
で
原
材
料
か
ら
調
理

す
る
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
加

工
食
品
を
購
入
し
て
食
べ
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
食
品
添
加
物

で
す
。
加
工
食
品
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の

食
品
添
加
物
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
日
本
で
は
、3
5
0
種
類
の
食
品
添
加
物

が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
工
食
品
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毎
日
ど
れ
だ

け
の
食
品
添
加
物
を
取
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

厚
生
省
で
、
香
料
な
ど
ご
く
微
量
に

し
か
使
わ
れ
な
い
添
加
物
や
、
製
造
過

程
中
に
取
り
除
か
れ
て
し
ま
う
添
加
物

を
除
い
た
2
1
0種類
の
添
加
物
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。こ
の
調
査
に
よ
る
と
、

特
に
多
い
添
加
物
は
、
ゆ
で
た
麺
な
ど

の
乾
燥
防
止
に
使
わ
れ
る
プ
ロ
ピ
レ
ン

グ
リ
コ
ー
ル
、
保
存
料
の
ソ
ル
ビ
ン
酸

で
し
た
。
し
か
し
、こ
れ
は
、
S
際
的

な
安
全
基
準
量
の
3
%
程
度
で
、
添
加

物
全
体
量
で
も
、
基
準
量
の
I
%
以
下

で
し
た
。
一
方
、
食
品
業
界
で
は
、
合

成
添
加
物
か
ら
天
然
添
加
物
に
切
り
替

え
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
最
近
、

お
店
に
並
ぶ
パ
ッ
ク
の
ゆ
で
麺
に
、
プ

ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
の
表
示
は
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
み
る

と
、
現
在
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
食
品

添
加
物
は
、
ま
ず
安
全
と
い
え
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
ご
く
微
量
の
添
加
物
は

人
体
に
ま
っ
た
く
影
響
が
な
い
の
か
、

天
然
添
加
物
の
安
全
性
に
不
安
は
な
い

の
か
、
な
ど
の
疑
問
も
残
り
ま
す
。
保

健
所
で
は
1
年
を
通
じ
、
加
工
品
の
抜

き
取
り
検
査
を
実
施
し
て
、
食
品
添
加

物
の
適
正
使
用
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。
加
工
食
品
を
賈
う
と
き
は
、
賞
味

期
限
だ
け
で
は
な
く
、こ
う
し
た
食
品

添
加
物
の
表
示
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
A
保
健
所

食
品
衛
生
監
視
員
V

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
1
0

月
5
日
(
土
)
、午
前
1
0時
1
午
後
4

時
(
雨
天
の
場
合
1
0月
1
0日
)
/
ル
ミ

ネ
北
千
住
居
屋
上
/
出
店
料
千
円
/
ル

ミ
ネ
北
千
住
店
営
業
部

魯
(
3
8
8
&
)
7
5
5
2

☆
第
6
7回
足
立
よ
い
映
画
を
み
る
会

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」「
マ
ヤ
の
一
生
」
7

月
2
6・
刀一日
…
午
前
1
0時
・
午
後
O
時

1
0分
・
2
時
2
0分
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
″
/
8
0
0

円
(
3
歳
以
上
)
/
荒
井

豊
(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

=
募
集
=

☆
初
心
者
の
た
め
の
茶
道
講
習
会
(
し

め
じ
会
)
毎
週
水
曜
日
、午
後
7
時
～

9
時
/

青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

全
1
0

回
7

千
円
(

茶
菓
含
む
)
/

岩
井

廿
(
3
8
8
2
)
0
0
6
7

☆
囲
碁
同
好
会
毎
月
第
1
・
第
3
土

曜
日
・
・
・
午
後
5
時
～
9
時
、毎
週
日
曜

日
…
午
後
1
時
～
6
時
/
南
花
畑
住
区

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

年
額
千
円
/

近
藤

一
‘
(
3
8
5
9
)
9
8
6
8
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あなたに、快適な環境を運びます
今、地球の蕈漓保全が大きな声で叫ばれています。そして私たちの身近なところで水辺
輳奠を守るのか下水道のa 割です。『まち』の中の水辺は家庭の台所などから川、海へ、と
つなかつています。その閼で下水道により衛生的に処理してこそさわやかな水辺か保たれ

るのです。なお、区内の下水遭による爾水排水施設は、き↑・降雨強度1 時間50・ で整備さ
れています。区では、さらに水害に強いまちづくりのため、皆様の宅地においても各戸貯
留・浸透節設の整備をお● いしております。下の地図で【 こz7回 は下水道が使える区域
です。一日も早く区内の全域で下水道か便えるように頭張っています。

凡 例

上 図a 足 立 区 下 水 道 訝 頁 お よ び 現 況 図 で す

( 甼 ● ● 年 ・l 珊 龕)

こ のJ I 祠l j 、 実 繃|こ犀L 費 哽 に な る 毒 合 が あ り ま す

ま た 、F 水 遍 のj t 桶 ・ 二r事 な ど 詳 枷 に っ い てul ' xI 二

お 闘 い 舍j ・ゼ く だ さい

亶 亶 框 下 血 画 鼻t 雛瞳 震 ● 務j i 凰l l 騁

sa ● ← 芻i l

足 立g 土 本 ● ● 霤t 舊 事泰 且 攬● 菱 骼 衡st F 水 遜 攤

s鯖皿sⅢ檐内纖ss I ～l

● 公共下水道普及率の推移

公 共 下 水 道 が で きた ら … … 助成・融資制度をご利用下さい

下 水 道が 儕 える よ うに なり ま すと 、 その 区域 は

水洗 化で き る区 域 と して、 東 京 軈公 報 に告 示さ れ

ます 。 そし て各 家塵 に は東 京 ● 下 水 道局 から チ ラ

シ で み知 ら せし ま す。 同時 に 、下 水道 料 金 を負 担

して いた だ くよ う にも なり ま す。

水 漫化 で きる 区域 の みな さ ん 仁は、 告 示 後3 苹

以 内 に、 く み取 り便 所 を水 洗ト イレ に改 逾 してい

た だ かな け れば なり ま せん 。

これ らの 改 迪工 事を 行 うに は、 梱 嬾の 費 用が か

かり ま す。

そこ で、 足 立区 およ び 東裏 都 では 、水 轟化 の 普

及促 進 を図 り みな さん の 負担 を 少な く する ため 、

助成 や 融賢 め つ甘 ん叫 度 を設 け てい ま す。

工事は下水道局が指定する工事店に

葺 心夕( t j l 暖l ・j萼零峪

や,日・夘 哨「り,り, Xh り11 卜 。! !「

〈公逎に圜している〉 〈私道に面している〉

私 道 排 水 設 備 助 成 制 度

祐 直! 曁 關 助 成 制 度

水 洗化 書價 肖 金融 輿あう せん 利子 裲絽 制 度

己 叫叭qM 。uLgEi ・r 舮7

鯔 濕 ぷ, 141,ぷi l 政, 14J I J LI い|り41t

りp ゛ 化 ゛僣 〉‘

L夢化槽の ● l卜工事奄しましよl

麟
水 洗 化 設 懼 資 瓮 髱 貝 ろ っ せん 利 子 禰 絽 瀏 度

〈゙〈' み ど り 〉・

水洗化工事をしましょう

i 皀・ ・ ・4奥とF

水 洗 化 設 偏 資 金 融 資 あ づせ ん 利 子 桶 縊 制 度

東京都の水洗便所助成利度

kS 僉区土本書叶■ 髑豊麗勣威艨へ
魯砌( 籌郭) S111㈹内艢2231～22331

私 道 排 水 設 備 助 成 制 度
齔 耆 を 判 荊し て いる 家庭 で 鯰 、 下 水 を公 軣下 水 進

に 疏 す た め 魯暹 に 礬 水 設 矚か 略 冥 に なl g ま す こ の

緋 木 銃 匍 を つく る 場 合 一 宴の 乖 許 の も と に区 か ら 助

虞 金 か 受l i られ ま す ・i

私 道 整 備 助 成 制 度

! 皿a の 笥 駱舗 装 を● 望 す る 方 は工 事 食の 助 碇 か 戔

・け ら れ ますi ・

水洗化設儼資金触資あっせん利子補給制度
i 水 洗 化 工 事( 水洗 便 所 への 改 造 、 浄 化 槽 の 切 り 瞥
‘
、傳 水 設備の 設霞) に あ た り 、責 全 を 一 時 的 に 支 出

y

る の が 図 皿 な方 に 対 し て 、区 で は 一 定 の 豪 件 の も

と に 融 資 あ っせ ん を 行 い 、利 子の 一 部 を 賃 機 し まt

r i 11411' i i i L111sr 蠧暑鰾へ

O03( 5680) 6334
東 京 都 の 水 洗 便 所 助 成 制 度

Eくみ取り便所を水洗化する場合に。東京都から次　

ような助成金か受けられます。( 必ず工事をする前　`

中 華 し て くだ さ い 。 手蹟 は・ 事 店 か 代 行 し・ す。)

早く水洗便所が使えるように
足立区の' F小道方式には合流式と分流式
とかあります 合滷式とは、雨水と家庭か

ら出る汚水を|* の下水遒管に、分渣式と
はそれぞれを別々の下水道管に流す方式で
す ただし、分漣式地域でも、足瓷区の西
部墻域については汚水先行方式を採用して

います
汚水先行方式は 汚水管と雨水管を同畔

に遍路に埋設しますか 当画l j 汚水督のみ
を使用して木洗便所の刊用を可能にL 、甬
水管は穗の木ポンプ所の完盧にあわせて使

用するという整備方式です したかって
錢の本ポンプ所のー郎邏転闌始により こ

の地域でも分流式に切りかえるため雨水を
皿り入れる工事を計百的に行っています

● 分流式と合流式の区 域

●合流式の配管 ● 分 流式の配管 ●分流式(汚水先行式)の配管

● 柳事皿瘋● の皿ま蔵宜厩- 、水番4二琲t ヽまちづくりのために齏● の宅竃にも、雨水を廸7へかえすr雨水漫遘羞詮j の設置を　　　　　　　　
・・いLていSすi わしりj ・宜皀・搴● 髫襴・豊l a{ 躙啣釧||● 内輔2231～1113 * お願い 大雨の際の「ますブタのずらし」は、歩行者がつまずいたりして危険です。フタを開けないでください。
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本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保
母

が
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
心

し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
気
鰹
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。相
談

方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
す
。

実

施
保
育
園
・
相
談
日
―
▽
興
野
保
育
園

(西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)・
:毎
週

月
・
木
曜
日

豐
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
1
1
0
)

・
:毎
週
火
・
金
曜
日

魯
(
3
9
1
1
)
0
9
6
`
3

▽
東
保
育
園
(
東
和
5
1
5
-
2
3
)
・
:

毎
週
水
・
土
曜
日

a
0
5
0
(
1
0
8
)
3
8
6
9

時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時
間
先

=
保
育
振
興
係

現
況
届
に
お
い
で
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、8
月
H
日
か
ら
9
月
1
0日
ま
で
に

現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
、こ
れ
か
ら
の
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
の
で
、8
月
始
め
に
郵
送
す
る
お

知
ら
せ
に
記
載
さ
れ
た
期
間
内
に
必
ず

本
人
が
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
先
―
児
童
手
当
係

心
身
障
害
者
(児
)
の

巡
回
相
談
(
予
約
制
)

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

専
門
の
医
師
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。補
装
具
、日
常
生
活
用
具
な
ど

の
相
談
は
、こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。日
時
0
9
月
4
日
(
水
)
、午

後
1
時
～
3
時
場
所
―
竹
の
筱
障
害

福
祉
館

※
当
日
、車
で
の
ご
来
場
は
、

で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

定
員
=

囘
人

申
込
l
電
話
ま
た
は
直
接
窓

口
(
予
約
制
)

申
込
期
間
=
7
月
2
9

日
～
8
月
8
日

申
・
問
先
―
各
福
祉

事
務
所
(
表
1
)

困
っ
た
と
き
は
お
気
軽
に
相
談
を

福
祉
事
務
所
案
内

燃
a
A
カ
e
眤
裾
む
紀
国
j
ヌ
`
黼

合
的
な
相
談
に
6
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
福
祉
事
務
所
に
総
合
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
く
な
り
収
入
が
減
っ

た
と
き
な
ど
、
生
活
費
や
医
療
費
で
お

困
り
の
方
に
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

□
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま

た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
、
特

殊
寝
台
や
電
磁
調
理
器
な
ど
の
日
常
生

活
用
具
の
給
付
・
貸
与
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
寝
た
き
り
な
ど
で
常
に
介
護
を

必
要
と
し
同
時
に
在
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
高
齢
者
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、補
装
具
、

更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
具
や
住
宅
設

爾
改
善
費
の
給
付
、
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
客
の
方
に
は
、

中
部
福
祉
一
務
所
で
毎
週
木
曜
日
(
祝

日
の
場
合
は
翌
日
)
、午
後
1
時
1
4
時

に
手
話
通
訳
者
が
相
談
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

□
知
的
障
害
者
(
児
)
の
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者

(
児
)
の
援
霞
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
付
、
母
子
寮
へ
の

入
所
な
ど
の
事
業
を
杼
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど
を
年
2

泊
、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で
提
供

す
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
」

の
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
場
合
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て
い

る
女
性
を
対
象
に
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
・・・家
庭
相
談
員
が
家
庭
内

の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
て
い
ま
す

▽
児
童
相
談
・・・
児
童

福
祉
司
が
、
子
供
の
養
育
や
陣
害
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま

す

日
時
I
毎
週
月
・
木
曜
日
、
午
前
9

時
1
正
午

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な
理

由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で
入

院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院
助
産
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

対
象
=
妊
娠
7
ヵ
月

以
上
の
区
民
/
前
年
度
所
得
税
が
1
万
6

千
8
0
0円以
下
の
世
帯

i

い
ず
れ
も
L
L

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
―
)

福
祉
手
当
(国
制
度
)を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
客
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
5
月
～

7
月
分
を
、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口

匣
に
8
月
9
日
ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。

各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
先
―
在
宅
福
祉
係
ま
た
は

各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

表1 福祉事務所一覧

不
要
に
な
っ
た
車
い
す
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い

北
部
福
祉
事
務
所
で
は
、
不
要

に
な
っ
た
車
い
す
を
皆
さ
ん
か
ら

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
お
と
し
よ

り
や
障
害
を
持
っ
た
方
々
に
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
貸
し
出

し
の
申
し
込
み
が
多
く
、
台
数
不

足
で
申
し
込
み
に
す
ぐ
に
は
応
じ

ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
有
効
に
活

用
し
ま
す
の
で
、
不
要
の
車
い
す

(標
準
型
)
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら

か
ら
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

問
先
=
北
部
福
祉
事
務
所

酋
(
3
8
8
3
)
6
8
0
0

ご
注
意
を
!
悪
質
商
法

「
電
話
回
線
を
調
べ
る
の
で
、

指
示
通
り
に
操
作
し
て
欲
し
い
」

と
言
わ
れ
、
そ
の
と
お
り
操
作
す

る
と
、
数
日
後
に
料
金
を
請
求
さ

れ
る
N
T
T
を
か
た
っ
た
悪
質
な

商
法
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

チ
ラ
シ
配
り
、
ワ
ー
プ
ロ
等
先
に

お
金
を
払
い
込
ま
せ
る
内
職
商
法

の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
先
―
消

費
者
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

高齢者在宅サービスセンター 家族介護者教室
各在宅サービ スセンターでは。

家族介護者教室を閲催し ます。

日程等一下表 申・間先一各在宅

サービスセンター( 下表)

家族介霞者教室8 ・9 月分

掲
示
板

□
伊
豆
大
鳥
へ
の
旅
行
は
い
か
が
足

立
区
民
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
今
年
1
1

月
は
、三
原
山
大
噴
火
に
よ
る
「全
島

民
避
難
」か
ら
1
0
年
煮
哭
ま
す
。足

立
区
民
の
皆
さ
ん
に
は
避
難
中
に
、ご

迷
5
と
お
世
話
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、こ
の
1
0
年
を
期
に
、感
謝
の

気
持
ち
を
こ
め
、災
害
復
興
を
終
え
た

大
島
奮
`
て
い
た
だ
く
楽
し
い
旅
蚩
酊

圃
し
ま
し
た
。

日
程
1
1
1月
1
6・
1
7

日

内
容
彑
一
原
山
火
口
見
学
等

定

員
ふ
J
組
(
5
0人
)
/
保
農
者
と
小
学

生

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
用
=
1
組
5
千
円

申
・
問
先
=
東

京
都
大
島
町
役
場
観
光
課

?
4
9
9
2
(
2
)
1
4
4
1
㈹

□
日
曜
柔
道
整
復
施
術

実
施
場
所

は
、
足
立
区
柔
道
接
骨
師
会
加
入
の
接

骨
院
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
先
=
酋
(
3
8
8
0
)
6
9
5
8

□
非
常
勳
職
員
募
集
日
時
=
毎
週
月

～
土
の
う
ち
5
日
、午
前
9
時
～
午
後

5
時
(
応
相
鮫
)
対
象
-
4
0歳
位
ま
で

内
容
=
痴
ほ
う
高
齢
者
の
生
活
介
助
等

場
・
申
・
問
先
―
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
西
新
井

廿
(
5
6
9
1
)
0
5
9
2

□
製
靴
技
能
講
座
(
ス
キ
・
折
込
コ
ー

ス
)
日
時
1
9
月
2
・
3
・
5
・
6

・
9
・
1
0
日
(
全
6
日
間
)
、
午
後
6
時
～

9
時
1
0
分
定
員
1
1
4
人
費
用
―

無
料
申
込
期
間
1
7
月
2
9
・
3
0
日
、

午
前
9
時
～
午
後
7
時
申
・
問
先
=

足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校
台
東
分
校

酋
(
3
8
7
6
)
2
9
9
8

□
東
京
都
国
際
平
和
文
化
交
流
基
金
　

「
国
際
協
力
s
業
」
・
「
地
域
市
民
国

賺
交
流
s
業
」
助
成
開
発
途
上
{
一
一
市

民
の
都
市
生
活
の
向
上
を
支
援
す
る
国

際
協
力
活
動
、
地
域
の
国
際
化
に
寄
与

す
る
国
際
相
互
理
解
の
た
め
の
交
流
事

業
で
、
都
内
の
非
営
利
団
体
が
行
う
事

業
に
助
成
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
―
都
・

国
際
化
推
進
課

s
(
5
3
8
8
)
3
1
6
3

附
東
京
国
際
交
流
財
団

a
(
5
2
2
1
)
9
0
2
`
○

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

病
気
な
ど
や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ

り
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す
る
こ

と
を
猶
予
、
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方
な

ど
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

が
あ
る
か
ど
う
か
認
定
す
る
た
め
に
、

文
部
省
が
行
う
試
験
で
す
。
合
格
者
は

高
等
学
校
入
学
資
格
が
刄
ら
れ
ま
す
。

1
1
1
J
I
-
-
y
i
丶
1
`
f
!
3

都
就
学
相
談
室
申
込
期
間
=
8
月
5

日
～
9
月
4
日
申
先
9
都
・
義
務
教

育
心
身
障
害
教
育
課

問
先
=
学
事
係
?
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

櫺
・
義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課

き
(
5
3
2
0
)
6
7
5
2

ご
協
力
く
だ
さ
い

土
地
利
用
現
況
調
査

区
で
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、

お
お
む
ね
5
年
ご
と
に
区
内
全
域
を
対

象
に
'「
土
地
利
用
現
況
調
査
」
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
土
地
利

用
計
画
や
各
種
行
政
計
画
等
の
立
案
時

の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。
区
が

委
託
し
た
調
査
員
が
現
地
で
区
内
の
土

地
や
建
物
の
外
観
を
目
視
飼
査
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

期
限
l
m
一月
下
旬

間
先
―
都

市
計
画
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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国

保

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
が
あ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
出
産
し
た
と
き
は

、
出
生
児
1
人
に

つ
き
、
出
産
育
児
一
時
金
3
0万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
妊
娠
4
ヵ
月
(
8
5日
)

以
上
で
あ
れ
ば
、
流
産
・
死
産
(
人
工

中
絶
も
含
む
)
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

出
産
者
本
人
が
、
他
の
医
療
保
険
か

ら
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
(
1

年
以
上
の
加
入
で
退
職
後
6
ヵ
月
以
内

の
出
産
)
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
―
国
民
健
康

保
険
証
・
母
子
手
帳
・
世
帯
主
の
印
か

ん
・
世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便

局
は
除
く
)
・
流
産
、死
産
の
と
き
は
、

そ
の
証
明
書
を
持
参
し
て
窓
口
へ

申

・
問
先
―
保
険
給
付
係

保
険
料
納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
し
た

8
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
決
定
納

入
通
知
S
と
、7
月
～
9
月
分
納
付
書

お
よ
び
一
括
払
込
用
(
全
納
用
)
納
付
S

を
、7
月
1
9日
に
郵
送
し
ま
し
た
。

保
険
料
額
は
、8
年
度
の
住
民
税
額
に

基
づ
い
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、8
年
度
住
民
税
が
確
定
し
て
い
な

い
方
(
甲
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合
な
ど
)

は
、7
年
度
の
住
民
税
額
を
基
に
し
て

計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方

に
は
、
今
年
度
住
民
税
が
確
定
し
た
時

点
で
、
正
し
い
保
険
料
に
変
更
し
た
納

入
通
知
S
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、

税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
至

急
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康

保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末
日
で
す
、

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
先
=
資
格
賦
課
係

年

金

お忘 れなく

8 月は老 齢福祉年 金の

定時届の提出時期です

8
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
(
緑
色
の

手
帳
で
、
直
接
郵
便
局
の
窓
口
で
受
け

取
る
年
金
)
の
定
時
届
の
提
出
月
で
す
。

こ
の
届
け
は
、8
月
か
ら
翌
年
の
7
月

ま
で
の
1
年
間
、
老
齢
福
祉
年
金
を
引

き
続
き
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
を
決
め
る
大
切
な
届
け
で
す
。
該

当
す
る
方
に
お
知
ら
せ
を
送
り
ま
す
の

で

、
届
き
ま
し
た
ら
8
月
の
年
金
(
8

月
9
日
支
払
い
)
を
受
け
取
っ
た
後
、

す
ぐ
に
国
民
年
金
証
S
と
定
時
届
を
国

民
年
金
課
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。な
お
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の

所
得
制
限
限
度
額
が
、8
月
か
ら
表
2

の
と
お
ひ
改
正
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問
先
―
給
付
係

表2 老齢福祉年金本人および
配偶者、扶養義務者の所得制限限度額(案)

※ 上配の所得額を越えると全額支給停止となり ます

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
8
月
7
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
―
国
民
年
金
課

前

問
先
=
推
進
係

みんなに基礎年金!

公的年金未加入の方、

国民年金に加入を

国
民
年
金
は
、
老
後
を
ほ
じ
め
、
障

害
者
や
母
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き
の
生

活
の
安
定
を
図
る
た
め
の
所
得
保
障
の

制
度
で
す
。
次
に
該
当
す
る
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

聿
す
。
ま
だ
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な

い
方
は
、
国
民
年
金
課
ま
た
は
区
民
事

務
所
刄
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
本
国
内
に
住
む
学
生
や
自
営
業

者
と
そ
の
配
偶
者
な
ど
で
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
未
加
入
の
2
0歳
以
上
6
0歳

未
満
の
方

▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

で
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
方

※
海
外

に
住
ん
で
い
る
日
本
人
の
方
は
、
希
望

に
よ
り
S
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

問
先
=
適
用
係

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
ど
う
し
て

も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
方
は
。
一

定
期
間
の
納
付
を
お
休
み
す
る
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。
印
か
ん
・
年
金
手
帳

ま
た
は
納
付
書
を
持
参
し
、
国
民
年
金

課
、
ま
た
は
区
民
事
務
所
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
学
生
の
方
で
免
除
を
希
望

す
る
場
合
は
、
必
要
S
類
が
進
い
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

先
―
保
険
料
係

梅田亀田公圃

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

続
・
差
別
を
な
く
す
運
動
(
7
)

昭
和
5
7年
4
月
1
日
に
施
行
さ

れ
た
「
地
域
改
曽
対
策
特
別
措
置

法
」
で
は
、
新
た
に
、
国
や
地
方

自
治
体
が
事
業
を
実
施
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
周
辺
地
域
と
の
一
体

性
を
図
り
、
行
政
の
主
体
性
を
守

り
な
が
ら
公
正
な
運
営
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
が
加

わ
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、5
年
間
の
時
限

立
法
で
す
が
、
施
行
5
年
目
の
昭

和
6
1年
り一
月
に
総
理
府
の
附
属
機

関
で
あ
る
地
域
改
善
対
策
協
議
会

が
意
見
具
申
を
し
ま
し
た
。

具
申
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の

基
本
的
見
直
し
を
行
う
中
で
。
な

お
し
ぱ
ら
く
の
閧
特
別
な
立
法
措

置
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。こ

れ
を
受
け
て
、
昭
和
6
2年
4

月
1
日
か
ら
「
地
域
改
善
対
策
特

定
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特

別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
が
5
年

間
の
時
限
立
法
と
し
て
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、5
年
間
を
経
過
し
た

の
ち
も
、
就
労
対
策
、
産
業
の
振

興
、
教
育
、
啓
発
等
に
課
題
が
残

っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
法
律
は
平

成
9
年
3
月
ま
で
、
さ
ら
に
5
年

間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担

当
へ

エイズビデオコンクール

「エイズ」を

考える作品募集

区
で
は
、
エ
イ
ズ
予
防
を
広
く
呼

び
か
け
る
た
め
、
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
を
共
に
考

え
よ
う
と
い
う
内
容
で
し
た
ら
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。
ユ

ニ
ー
ク
な
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。な
お
、優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、

後
日
ビ
デ
オ
上
映
会
に
て
上
映
し
、

表
彰
し
ま
す
。

対
象
―
区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方

内
容
=
作
品

は
1
0分
以
内

申
込
=
亊
前
に
所
定

の
申
込
S
ま
た
は
(
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し

郵
送

期
限
1
9
月
3
0日

申
・
問

先
=
足
立
保
健
所
保
健
指
導
係

〒
1
2
1

伊
興
町
前
沼
1
1
5
7
-
6

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

自
転
車
は
車
の
仲
間
(軽
車
両
)で
す

人
身
事
故
を
起
こ
せ
ば
保
障
を
求
め
ら
れ
ま
す

「
自
転
車
が
歩
道
を
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
、
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
歩
行
者
を
蹴
散

ら
す
」
こ
の
よ
う
な
行
為
は
絶
対
に
止

め
て
く
だ
さ
い
。
最
近
で
は
、
歩
行
者

と
自
転
車
の
交
通
死
亡一
故
が
起
き
て

い
ま
す
。
自
転
車
は
免
許
こ
そ
必
要
と

し
ま
せ
ん
が
、立
派
に
車
の
仲
間
で
す
。

道
路
交
通
法
で
、
酒
酔
い
運
転
は
も

ち
ろ
ん
、
二
人
乗
り
や
自
転
車
同
士
の

並
走
、
さ
ら
に
、
歩
道
を
走
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
自
動

車
の
交
通
量
が
多
く
、
車
道
を
走
る
こ

と
が
危
険
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
は
、
道

路
標
識
等
に
よ
り
歩
遭
の
通
行
を
許
可

し
て
い
李
歹
。

歩
道
は
本
来
歩
行
者
の
為
の
道
で
す

か
ら
、
歩
行
者
の
安
全
は
最
優
先
に
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歩
道
を
走
行
す
る
と
き
は
、
歩
道
の

車
道
側
部
分
を
徐
行
(
大
が
急
に
立
ち

ど
ま
っ
た
り
、
向
き
を
変
え
て
も
た
だ

ち
に
停
止
で
き
る
速
度
)
し
、
自
転
車

の
進
行
が
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
と

き
は
、
自
転
車
が
一
時
停
止
を
し
て
歩

行
者
の
進
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

万
一
自
転
車
が
、
歩
道
で
歩
行
者
と

人
身
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
自
転
車
を
運

転
し
て
い
た
人
の
貴
任
も
重
く
自
動
車

事
故
と
同
様
、
刑
事
・
民
事
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

自
動
車
の
よ
う
に
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
の
で
、
保
降
の
全
額
を
自
己
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
人
ぱ
か
ひ
か

家
族
ま
で
も
が
犠
牲
者
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

ま
た
、
酒
酔
い
運
転
や
二
人
乗
り
等

を
す
る
と
、
遭
路
交
通
法
に
よ
り
処
罰

さ
れ
、
バ
イ
ク
や
自
動
卑
等
の
反
則
金

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
裁
判
所
へ

出
頭
し
罰
金
を
言
い
渡
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、
特
に
見
通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
は
必

ず
一
時
停
止
を
し
左
右
の
確
認
を
し
て

安
全
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。

問
先
―
交
通
安
全
対
策
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

道
路
交
通
法
に
つ
い
て
は

千
住
警
察
署

さ
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

?
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

昔
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

自転車の遭路交通法罰則

安
全
で
快
適
な

道
路
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

8
月
は
道
路
を
守
る
月
間
で
す

「
道
路
を
守
る
月
間
」
は
、
遭
路
に

つ
い
て
も
っ
と
愛
す
る
心
を
持
ち
、
安

全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
交
通
安
全
施
設
の
点
検
や
整
備
、

道
路
の
正
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
月
間
で
す
。

区
で
は
、
都
市
計
画
道
路
事
業
な
ど

遍
路
の
新
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
の
身
近
な
生
活
道
路
の
安
全
性
・

快
適
性
が
一
層
向
上
す
る
よ
う
に
つ
と

め
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出

し
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
放
置
、
迷
惑

駐
車
、
さ
ら
に
は
、
歩
道
の
切
り
下
げ

を
し
な
い
卑
の
乗
り
入
れ
や
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
、
街
路
樹
の
無
断
撤
去
な
ど
、
一

部
の
心
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
せ
っ

か
く
の
道
路
の
機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
先
―
道
路
管
理

課

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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手
作
り
郷
土
(
ふ
る
さ
と
)
賞
受
賞

都
市
農
業
公
園

関
原
の
森

手
づ
く
り
郷
土
賞
は
、
地
域
の
自
然

や
特
徴
が
生
か
さ
れ
て
い
た
り
、
地
域

の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
、
地
域
の
魅
力

を
作
り
出
す
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る

も
の
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
す
。
建

設
省
の
主
催
で
、
昭
和
6
1年
か
ら
始
ま

っ
て
今
年
で
1
1回
目
。
全
国
か
ら
の
応

募
の
中
、「
都
市
農
業
公
園
」
と
「
関
原

の
森
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
足
立
区
で

は
9
回
目
(
1
2力
所
)
、8
年
連
続
の
受

寅
で
す
。

□
都
市
農
集
公一
(

鹿
浜
2
-
4
4
)

都
市
化
が
進
む
街
中
で
、
気
軽
に
農

業
と
親
し
み
、
自
然
と
肌
で
触
れ
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
体
感
で
き
る
公
園
で

す
。「
自
然
と
遊
ぶ
、
自
然
に
学
ぶ
、自

然
と
共
に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
自

然
と
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
方
を
多

く
の
方
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
公
園
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
古
民
家
の
移
築
や

田
畑
等
、
足
立
の
農
業
の
姿
を
復
元
す

る
と
と
も
に
、
高
規
格
堤
防
(
ス
ー
パ

ー
堤
防
)
塵
飼
工
事
の
実
施
に
よ
り
、

洪
水
対
策
の
一
役
も
担
っ
て
い
ま
す
。

問
先
―
土
木
部
計
画
調
整
課

?
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□
関
原
の
森
(
関
一
1
-
君

密
集
住
宅
市
街
地
整
備
促
進
事
業
に

よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。「
愛
恵
ま
ち
づ
く

り
記
念
館
」と
「
ま
ち
づ
く
り
工
房
館
」

の
複
合
施
設
、「
し
い
の
木
」を
中
心
と

し
{
汰
場
が
あ
ひ
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

勣
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
場

に
は
、
消
火
栓
、
防
火
水
槽
、
ゲ
ー
ト

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
消
防
般
備
が
般一
さ

れ
、
災
害
時
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

問
先
=
ま
ち
づ
く
り
課

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

都市農業公園関 原の森

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

8
月
1
5日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」で
す
。こ
の
日
は
、

軟
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
数
多
く
の
人
々

を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
日
本
武
道
館
で
、
全
国

軟
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年

も
そ
の
な
か
で
、
正
午
を
合
図
に
1
分

間
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
区
民

の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
家

庭
な
ど
で
、
追
悼
と
平
和
祈
念
の
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
毎

年
8
月
6
日
と
8
月
9
日
に
、
そ
れ
ぞ

れ
原
爆
死
没
者
の
慰
一
式
と
平
和
祈
念

式
を
行
っ
て
お
り
、
広
島
市
で
は
8
月
6

日
午
前
8
時
1
5分
、
長
崎
市
で
は
8

月
9
日
午
前
H
時
2
分
に
、
平
和
の
鐘

を
合
図
に
、1
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
両
市
で
は
、

今
年
も
平
和
を
祈
る
輸
を
全
国
各
地
に

広
げ
る
た
め
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時

刻
に
黙
と
う
を
捧
げ
ら
れ
る
よ
う
協
力

の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
区
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

A
総
務
課
V

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人口( 8 年7月1日現 在)

世 帯　　264, 029
人 口　　637, 292 人
男　　322, 973 人
女　　314, 319 人

あだ ちま
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り
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通信
毎年大好評のA- Fest a 記念T

シャツ。今年は8 月発売予定。こ
れに先躯け、予約を受け付けてい
ます。サイズはS 、M 、L 、LL
の4 種類、価格はいずれも1, 2001円
です。収益は、まつりイベントの

経費にあてられます。くわしくは、
又匣まつり 委員会事務局までお問
い合わせください。

～協賛企業募集中! ～

A ―Pest a"96 実施予 定日- 10 月12
・13日 場所一荒川河川敬釘の

広場、北千住駅西口など

- い ず れ も ー

問先 足立区 又屋まつり委員会事
務局( 地域振 興課育改係)
I I 3880 ―5111I K)

さあ夏休み　小学校プールを一般開放
夏休み期間中、下表のとおり小

学校プ ールを一般閲放し ます。 暴
い夏をプ ールで思う存分お楽しみ

ください。 問先一体育管理係D3880
―5111( hり

小学校フール利用案内

※ 小学 校3 年生以下は保腫者( 高校生以上) の同伴が必要で す

レッツダンス

ダンスボランティア募集

西部障害福祉総合センターで
は、障害者の方を対象としたダン
ス講習会「レッツダンス」を行っ
ています回を重ねるたぴに講習
生が増えダンスを心から桑しん
でいただいています体の不自由
な方の手足となって、一緒に踊っ
てくださるダンスボランティアを
募集します日理一月2回水● 一
日、午後0時30分～2時30分( 前
期… 9月まで後期・・・11月～3
月) ※ 参加の方法については、お
問い合わせください 場・問先一
西部障書福祉総 合センタ ー
113853 ―0632

街路樹に水やりのお願い

今、道路の緑は、水不足で大変
弱っています。でも、ほんの少し
の思いやりで、縁たちは元気を取
り戻せます。風呂の残り水やお米
のとぎ汁など、いつもは拾ててし
まう水を道路の「緑」に分けてあ
げてください。 問先一土木部計
画調整課03880 ―5111㈹

初心者のための 区民スポーツ教室
日程等一下表 対象一区内在住・
在勤・在学の方 定員 一各40人
費用一無料 申込一往復ハガキに
住所 、氏名、生年月 日、電話番号、

種目、場所を明記 期限- 8 月15
日必着 申・問先 一体育振興係

〒120中央本町1- 17- 1
113880 ―5111㈹

区民スポ ーツ 教室日程

消費者通信大学 公開スクーリング

「暮らしと世界～国際化する暮らしと食卓を考える」
国境のない食卓、何気なく口に

し ている輸入食品や果物。その食

材に隠されたさまざまな問題を取
り上げてわかりやすくお話しし ま
す。 日時- 8 月27日( 火) 、午後

6時30分～8時30分場所一エル
・ソフィア 対 象一区内在住・在
勦の方 費用一無料 申 ・問先 一
消費者センタ ーH3880- 5385

お試しください

みどり の夢23
23区で共同閲発し 、区内196 カ

所で 販売し ている 「みどりの夢」
は、 皆さんが集めた紙パックやオ
フィス古紙を原料に作られていま
す。再生紙でないものにひけをとら
ない「みどりの夢23」、まだ便った
ことがない方も、ぜひお試し いた
だき、ソフトな肌触りと白さを実
感し てください。
□ こんな感想が寄 せられてい ます
江北在住の百瀬さん… 近所の人

が来てティッシュペーパーを使っ
ても 、再生紙 と気付かないんです。
白さも 手触り も 再生紙 でない も
ののSg と変わらないし、まったく
瓏和感があり ません。トイレ ット

ペーパーは130mと普通の2 倍の 長
さだから便いで があります。 それ
に芯がないので最後まで使えて、

ごみが出ないのがいいですね。
六木在住の斉藤さん… 「みどりの
夢23」はやわら かいんですよ。ご
近所の人も使っています。

□ 販売店を 募集しています
区では 『みどりの夢23』販売店

を随時募 集し ています。
問先- リ サイク ル推進縢
酋38a 〕i―5111 ㈹

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています Y. F270. 000


